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Ⅵ.結語
透析治療において停電を想定した訓練は非常に重要なものと考えている。訓練の課題点を改善してい
くことで、実用性の向上が確認できた。また、継続的な訓練による災害に対する意識の向上が「真」
の災害対策になると考える。

結果より、不安解消度が４回目で上昇したのは、ポンプの手動操作の方法を変更したためであること
と訓練ごとに改善を続けていることが不安軽減につながっていると示唆される。

シン・災害対策
～停電から学ぶ訓練の実用性～

当院では年２回患者参加型の災害訓練を行っている。R4 年６月に雹害による停電が発生し、その時
の対応でスタッフより不安の声が上がった。

停電を想定した訓練を新たに実施し、見直すことで訓練の実用性を検討する。

既存のマニュアルを見直し、バッテリー不良を想定したポンプの手動操作を含む訓練を実施し、アン
ケートを基に評価。その後、課題点を見直し、訓練を再実施した(訓練を全４回実施）。

アンケートより、訓練３回目までハンドル操作を訴える意見が多く、不安解消の割合に変化がなかっ
たが、４回目で不安解消度の上昇が見られた。


